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＜患者様連絡事項＞

　・晴山　長司様～本日御家族様の面会あり、眼科受診のため外出希望されています。

　　　　　　　　　８月４日14:00～の予定です。月曜日のリーダーは主治医へ確認お願いします。外出前に生活保護からの必要書類が届いているか確認し、外出時忘れずに渡すようにしましょう。また、外出より帰院された際は御家族様へ外出時の状況等の確認を行い、カルテへの記載をしていきましょう。

　　　　　　　　　御家族様より「何年も前からコンタクトレンズを使用していた」との情報あり、コンタクトレンズを持ってきていましたが現在の健忘症候群の状態ではコンタクトレンズの自己管理が難しいこと伝え、持ち帰っていただいています。

　・若松　澄子様～本日昼食時義歯の使用を促していますが拒否みられ、義歯を使用せずに昼食摂取しています。今後も使用を促していき、本人様の拒否が強いようであれば無理はせずに、次回の歯科受診時拒否が強く使用していないことを歯科医師へ伝えて行きましょう。

　・若松　澄子様・鈴木　正長様・晴山　長司様～

レストラン移動時階段でのフラツキ見られています。転倒の可能性もあ

る為、スタッフは付き添い、階段使用時には手すり・ズックの使用促し

て行きましょう。また、階段のみではなく、日常の歩行状態も観察しス

タッフ間での情報交換を密に行い転倒の予防に努めていきましょう。

　

＜転入患者様情報＞

　　加賀谷　芙美子様（５９）　　統合失調症・糖尿病　　　　任意入院

　　主治医：田名部Dr　　　担当SW：下平SW　　　担当NS：藤原NS

　　精神科入院回数：４回

　　当院入院回数：１回目

（既往歴）

　宮城県にて同胞５名の第３子として出生。４０歳頃から糖尿病の治療を行っていた。Ｓ

５１年頃（本人３０歳）に統合失調症と診断にて、川崎市の玉川病院へ入院（約３年）。

退院後実家のある宮城県に戻り、娘と生活を送る。通院歴はなく「他の人の目が気にな

る」「悪口を言われている」等の被害関係妄想が認められ、家の中で過ごす時間が多か

った様子。突然、興奮状態となり、攻撃的・支持的な口調となる事もあった。元夫が生

活費を送っていたが、徐々に生活費を送らないようになり、娘との生活は長続きしな

かった。

Ｓ５４年（本人３３歳）同院へ入院（約１０年間）。病状は不安定であったが、姉（長

姉、統合失調症）や妹（躁病）が無理矢理退院させていた。退院後は約１年間娘との生

活を送っていたが、夜間突然行方不明となる。その後栃木県に住んでいる事と再婚（本

人４３歳）していることが判明する。夫との生活では「隣近所の目が気になる」等と話

し、近所住民とのトラブルが頻回にあり、引越しを繰り返していた。姉（次姉）や弟が

心配になって様子を見に行くと、夫が治療は要らないと断っていた。

平成１６年６月末期癌の夫を独断で仙台に連れてくることがあった。同時期夫の遺産問

題で夫の親族とトラブルを起こしていた。被害妄想・多弁・興奮・拒絶などの症状が認

められ、平成１６年６月２０日宮城県立精神医療センターへ医療保護入院（～平成１８

年７月１２日）。入院後同年６月２５日に夫が亡くなる。同院では薬物療法により、徐々

に症状は沈静化し、開放病棟で生活していた。時折、疲労感やソワソワ感などを訴える

事があった。娘（むつ市在住）の子育てなどが一段落し、家族が八戸駅周辺での治療を

希望し、同院より当院紹介され、平成１８年７月１４日当院入院。

（経過）

　入院後は精神症状の変化は見られず、新たな環境にも適応している。日課も支障見られず、夜間の睡眠も良好。糖尿病の為毎食前ヒューマカートＲ施行。低血糖・高血糖症状は見られていない。療養環境変更目的にて東Ｂユニットから西Ｂユニットへ転入となっている。

　部屋：２２号室

　食事：糖尿食　１６単位

　内服：現在８月１日就床前薬まで臨時処方となっていますが、以後定期の予定です。

　血糖測定：月１回。定期採血時施行。

　作業療法：主治医より導入に指示あり、許可いただいています。８月から実施予定です。

　ヒューマカートＲ（朝：１０単位、昼：６単位、夕：１０単位）

　→なくなり次第当院処方となります。なくなりそうになったら、処方の指示箋を主治医より記入していただいて下さい。

　＊時折ヒューマカートＲの施行を忘れている事があります。スタッフは忘れている際声掛けを行い実施していただきましょう。

娘様は将来的にむつ市の方で引き取りたいとの事です。下平ＳＷよりむつ市の生活訓練

施設へ情報提供しています。

＜日常生活支援評価・検討＞

　・西川　和恵様～チェスト内に空き缶を５個衣類に隠している事あります。声掛け行っていますが「お菓子」と要求され、スタッフ介入にて捨てています。

　　　　　　　　　布団たたみはせず、布団の上へ座っています。

　　　　　　　　→なぜ溜めているのか本人様へ確認し、不潔である事等を説明していき、本人様へその場で捨てて頂く様促していきましょう。

・金沢　洋子様～口腔内に入る物（歯ブラシ、フォーク等）を床へ置いていることある

為、指導しています。ゴミ捨ては声掛けにて行っています。

→今後も不潔である事を説明していきましょう。

　・石切　久様～ゴミは促しにて捨てる事出来ています。

　　　　　　　　歯ブラシ・コップの汚れあり、声掛けで洗う事出来ています。布団を乱雑にたたんでいる事あり、スタッフ半介助にてたたみ直しています。

　　　　　　　　→歯ブラシの汚れ等見られた際はその都度介入をし、清潔を保てるよう援助していきましょう。

　・鈴木　正長様～洗濯物の溜め込み見られています。布団もたたまれていない事あり、たたむよう促しています。

　　　　　　　　　爪きり・髭剃り声掛けにて行う事出来ています。チェック表への記入はされていません。

　　　　　　　　　→自ら実施する事が少ない為、こまめに声掛けを行い、実施していただきましょう。

　・新井　圭次様～買い物のビニール袋の整理が出来ていません。

　　　　　　　　　髭剃り促すも拒否されています。更衣については長袖にこだわってい

る事あります。

→ビニール袋については必要が無ければ捨てて頂く様声掛け行っていきましょう。また、買い物の際持参するよう促してきましょう。

　　　　　　　　　更衣等については何度も声掛けをすると易怒的となる事ある為、時間を開けて促して行くようにしましょう。

・佐々木　香様～チェスト内へゴミを入れている事あり捨てるよう声掛けしています。

　　　　　　　　→今後も声掛けを行っていきましょう。

・春本　司郎様～整理されているように見えますが、汚れ物も一緒にケース内に閉まっ

ていることあります。

　　　　　　　　→身辺整理時汚れ物が入っていないか、入っている際は汚れ物はケース内へしまうのではなく、洗ってからしまうよう促していきましょう。

・若松　澄子様～チェスト上の乱雑さ見られています。また、他者の私物をしまいこん

でいる事あります。

　　　　　　　　→本人様のみでの身辺整理は難しいため、スタッフがこまめに介入していきましょう。






















